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 要 旨   

 

背景: タバコとアルコールの同時使用者は、どちらか一方の物質のみを使用するよりも害を及ぼす

リスクが高い。タバコとアルコールの同時使用が、アルコール使用と関連する問題のレベルにおい

て、禁煙にどのような影響を及ぼすかは依然として不明である。本研究では、禁煙とアルコール使

用問題のレベルとの関係を評価した。 
 

方法：59,018人の参加者が禁煙プログラムを通じてニコチン置換療法を受けた。アルコール使用と

関連症状は、アルコール使用障害識別テスト（AUDIT-10）と AUDIT-Concise（AUDIT-C）を用い

て評価した。対象者を、過去 1 年間にアルコールを使用していない; AUDIT-C 基準を満たしていな

い; AUDIT-C 基準を満たし、AUDIT-10 スコアが 8 未満 (低リスクまたはより低いリスクの消

費)；AUDIT-10スコア 8～14（有害または危険な摂取）; AUDIT-10スコア 15～40（中等度から重

度のアルコール使用障害）に分類した。主要アウトカムは、6ヵ月追跡時の 7日間禁煙率（PPA）で

あった。混合効果ロジスティック回帰を用いて、クリニックをランダム切片とし、アルコール使用

（および関連する問題）と禁煙との関連を評価した。 
 

結果： 6 ヵ月後の 7 日間 PPA は、危険な飲酒基準を満たす群で低く、禁煙確率は最も高いリスク

群で最低であった。禁煙成功確率は、アルコール使用および関連問題のレベルが高くなるにつれて

低下した。調整後の予測確率は、非飲酒者では 30.3（95％CI＝29.4, 31.1）、低リスク飲酒者では 30.2

（95％CI＝29.4, 31.0）、AUDIT-10のスコアが 8以下の者では 29.0（95％CI＝28.1, 29.9）、スコア

が 8～14の者では 27.3（95％CI＝26.0, 28.6）、スコアが 15以上の者では 24.4（95％CI＝22.3, 26.5）

であった。 
 

結論：少量または非摂取の者と比較して、多量で危険なアルコールの摂取は、禁煙成功確率の低下

と関連している。このグループにアルコール治療のターゲットを絞ることで、禁煙成績が向上する

可能性がある。 

 
 


